
便潜血検査（カットオフ値）の状況について

ー 検診機関毎のプロセス指標 ー

資 料 ２

宮城県保健福祉部健康推進課

令和7年度 生活習慣病検診管理指導協議会
大腸がん部会
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（参考）市町村の各プロセス指標 令和２（2020）年度
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県内市町村別 大腸がん検診 要精検率（2020、40-74歳、男女計）

県：4.89

（基準値：6.8％以下）

全国値：6.6

令和６年度
大腸がん部会資料

令和６年度の大腸がん部会での委員からの意見

→ 市町村間でバラつきがある、便潜血検査のカットオフ値を調査してはどうか
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大腸がん検診便潜血検査に関する実態調査

県から市町村から大腸がん検診を委託している
検診機関に対して、便潜血検査の種類とカット
オフ値等の調査を行った。

調査期間

令和７年６月～令和７年７月（１ヵ月間）

対象検診機関

市町村が委託している１０医療機関
＋１検診団体（職域検診のみ実施機関）

調査内容

１ 便潜血検査の種類（定性法、定量法）
２ メーカー名等
３ カットオフ値（ng/mL、μg/g 便）
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（ 余 白 ）

（参考）ヘモグロビン量（μg/g 便）に換算して比較

出典：大腸がん検診マニュアル―2021 年度改訂版―（一般社団法人 日本消化器がん検診学会）から

免疫法カットオフ値の設定について

便潜血検査の定量値は検体中のヘモグロビン濃度として緩衝液あたりのヘモグロビン量（ng/ml）で示されるが，
メーカーごとに採便容器の緩衝液量と理論採便量が異なるため，異なる製品間のカットオフ値には比較性がない．
そこで異なる製品および異なるカットオフ値の検査精度を評価するには，採便容器の緩衝液量と理論採便量から便
中のヘモグロビン濃度として便あたりのヘモグロビン量（μg/g 便）に換算して比較する必要がある。

注）2025年2月1日より、
ミナリスメディカル株式会社から
キヤノンメディカルダイアグノス
ティックス株式会社へ社名を変更
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便潜血検査のメーカー、カットオフ値の調査結果

医療機関名 種別 メーカー 自動測定装置名等
カットオフ値

備考
ng/mL μg/g 便

検診機関A 定量法 ｱﾙﾌﾚｯｻﾌｧｰﾏ ヘモテクトNS-Prime 150 30 複数の市町村から検査を委託

検診機関B 定量法 栄研化学 OCセンサーPLEDIA 130 26 複数の市町村から検査を委託

検診機関C 定量法 栄研化学 OCセンサーPLEDIA 150 30 複数の市町村から検査を委託

検診機関D 定量法 栄研化学 OCセンサーPLEDIA 101 20 複数の市町村から検査を委託

検診機関E 定量法 ｱﾙﾌﾚｯｻﾌｧｰﾏ ヘモテクトNS-Prime 150 30 複数の市町村から検査を委託

検診機関F 定量法 栄研化学 OCセンサーDIANA 150 30 複数の市町村から検査を委託

検診機関G 定量法 栄研化学 OCセンサーPLEDIA 150 30 一つの市町村から検査を委託

検診機関H 定量法
ｷｬﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙ
(ﾐﾅﾘｽﾒﾃﾞｨｶﾙ)

HM-JACKarc 30 30 一つの市町村から検査を委託

検診機関I 定量法
ｷｬﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙ
(ﾐﾅﾘｽﾒﾃﾞｨｶﾙ)

HM-JACKarkⅡ 20 20 一つの市町村から検査を委託

検診機関J 定性法 栄研化学 LZテスト栄研HbAo ー ー （対象外：定性法）

（参考）
職域検診機関

定量法 栄研化学 OCセンサーPLEDIA 150 30 （対象外）
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医療機関名 種別 メーカー 自動測定装置名等
カットオフ値

備考
ng/mL μg/g 便

検診機関A 定量法 ｱﾙﾌﾚｯｻﾌｧｰﾏ ヘモテクトNS-Prime 150 30

検診機関E 定量法 ｱﾙﾌﾚｯｻﾌｧｰﾏ ヘモテクトNS-Prime 150 30

医療機関名 種別 メーカー 自動測定装置名等
カットオフ値

備考
ng/mL μg/g 便

検診機関B 定量法 栄研化学 OCセンサーPLEDIA 130 26

検診機関C 定量法 栄研化学 OCセンサーPLEDIA 150 30

検診機関D 定量法 栄研化学 OCセンサーPLEDIA 101 20

検診機関F 定量法 栄研化学 OCセンサーDIANA 150 30 PLEDIAの先代機種

検診機関G 定量法 栄研化学 OCセンサーPLEDIA 150 30

→ アルフレッサは、２つの検診機関で同じカットオフ値を適用

→ 栄研化学は、検診機関によりカットオフ値が異なる

便潜血検査のメーカー、カットオフ値の調査結果

医療機関名 種別 メーカー 自動測定装置名等
カットオフ値

備考
ng/mL μg/g 便

検診機関H 定量法 ｷｬﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙ HM-JACKarc 30 30

検診機関I 定量法 ｷｬﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙ HM-JACKarkⅡ 20 20 HM-JACKarcの後継機種

→ ｷｬﾉﾝﾒﾃﾞｨｶﾙは、検診機関によりカットオフ値が異なる
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男女計（40-74歳） 男女計（40-74歳）

プロセス指標

受診者数
要精検者
数

精検受診
者数

（結果内訳）

区分
精検受診
率

要精検率
がん発見
率

陽性反応
適中度

異常なし がん
疑いのあ
る者又は
未確定

腺腫の
あった者

以外の疾
患

宮城県 85.1% 4.92% 0.178% 3.62% 159,591 7,844 6,674 1,945 284 27 3,399 1,019

A合計 90.8% 4.47% 0.258% 5.78% 41,463 1,852 1,682 496 107 0 924 155

B合計 81.6% 4.64% 0.077% 1.67% 12,923 599 489 112 10 2 189 176

C合計 81.4% 4.67% 0.348% 7.45% 3,445 161 131 29 12 0 76 14

D合計 84.8% 5.42% 0.097% 1.79% 55,588 3,014 2,557 779 54 16 1,408 300

E合計 72.6% 4.13% 0.237% 5.75% 10,532 435 316 107 25 0 152 32

F合計 88.3% 4.65% 0.290% 6.23% 5,865 273 241 50 17 0 100 74

G 85.3% 4.49% 0.179% 3.98% 11,175 502 428 82 20 5 212 109

H 93.9% 5.09% 0.000% 0.00% 1,296 66 62 13 0 0 3 46

I 79.3% 4.06% 0.140% 3.45% 1,428 58 46 9 2 0 29 6

出典：地域保健・健康増進事業報告(健康増進編)市区町村表 第２５－１表 令和３年度における大腸がん検診受診者数… から県で計算
プロセス指標のため40-74歳を抽出

検診機関毎の各プロセス指標等（R3（2021）年）



7

男女計（40-74歳） 男女計（40-74歳）

プロセス指標

受診者数
要精検者
数

精検受診
者数

（結果内訳）

区分
精検受診
率

要精検率
がん発見
率

陽性反応
適中度

異常なし がん
疑いのあ
る者又は
未確定

腺腫の
あった者

以外の疾
患

宮城県 85.0% 4.89% 0.168% 3.44% 160,215.0 7,832.0 6,653.0 1,929.7 269.0 31.0 3,222.0 1,201.3

A合計 91.2% 4.21% 0.231% 5.42% 3,177.4 134.4 122.5 34.2 7.8 0.0 58.3 22.2

B合計 84.3% 4.48% 0.058% 1.26% 4,332.7 202.6 167.8 38.1 2.9 1.7 70.8 54.3

C合計 79.1% 5.56% 0.164% 3.20% 1,753.2 99.0 78.7 21.7 3.7 0.0 42.5 10.8

D合計 84.8% 5.59% 0.097% 1.74% 18,602.6 1,019.1 869.4 273.3 19.2 5.4 469.7 101.8

E合計 72.0% 4.21% 0.262% 6.30% 2,673.4 112.3 81.3 27.4 6.8 0.0 37.0 10.1

F合計 89.1% 4.54% 0.308% 6.80% 1,965.0 90.4 80.0 13.0 6.0 0.0 20.3 40.7

G 84.3% 4.87% 0.121% 2.55% 11,485.7 560.0 471.7 97.0 13.7 6.7 220.7 133.7

H 96.3% 5.01% 0.127% 2.57% 1,310.7 65.3 62.7 12.0 1.7 0.3 14.0 34.7

I 70.4% 5.96% 0.237% 4.03% 1,386.0 83.3 56.7 14.3 3.3 0.3 31.0 7.7

出典：地域保健・健康増進事業報告(健康増進編)市区町村表 第２５－１表 令和元～３年度における大腸がん検診受診者数… から県で計算
プロセス指標のため40-74歳を抽出

注意：プロセス指標は、令和元年度から令和３年度までのそれぞれのプロセス指標の３年平均を算出したもの。

（参考）３年平均（R1（2019）－R3（2021）年）



年代 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74

宮城県 5.8% 6.9% 7.5% 8.4% 13.2% 24.3% 33.8%

A合計 6.2% 7.1% 7.3% 8.3% 13.4% 25.3% 32.4%

B合計 6.5% 7.0% 7.0% 7.2% 12.8% 26.2% 33.2%

C合計 5.6% 6.7% 7.2% 7.7% 13.4% 23.5% 35.8%

D合計 5.8% 7.3% 8.2% 8.6% 12.3% 22.5% 35.2%

E合計 5.8% 6.5% 7.7% 8.7% 13.6% 24.6% 33.0%

F合計 5.2% 6.3% 7.1% 8.4% 14.5% 25.0% 33.4%

G 5.7% 6.5% 6.3% 8.9% 15.7% 26.8% 30.0%

H 4.5% 6.9% 7.3% 11.0% 15.3% 22.8% 32.3%

I 5.0% 4.3% 4.8% 6.3% 13.4% 27.2% 39.0%

年代 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 40-74計

宮城県 9,313 11,033 11,980 13,457 21,070 38,790 53,922 159,565

A合計 2,554 2,958 3,022 3,457 5,570 10,474 13,433 41,468

B合計 845 908 903 930 1,652 3,390 4,295 12,923

C合計 194 231 247 266 462 811 1,234 3,445

D合計 3,241 4,041 4,555 4,801 6,857 12,507 19,572 55,574

E合計 610 688 810 916 1,434 2,594 3,480 10,532

F合計 307 371 419 493 851 1,464 1,960 5,865

G 639 724 700 997 1,758 2,999 3,358 11,175

H 58 90 95 142 198 295 418 1,296

I 71 62 68 90 191 389 557 1,428

検診機関毎の受診者数（2021年、40～74歳、男女計）

検診機関毎の年齢構成割合（2021年、40～74歳、男女計）
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8

出典：地域保健・健康増進事業報告(健康増進編)市区町村表 第１７－１表
大腸がん検診受診者数… から県で計算
プロセス指標のため40-74歳を抽出
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検診機関毎の要精検者数（2021年、40～74歳、男女計）

要精検者数
40-74計 受診者数 要精検率

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳

宮城県 392 460 497 509 1,008 1,832 3,146 7,844 159,591 4.92%

A合計 97 130 109 122 245 454 695 1,852 41,463 4.47%

B合計 30 26 35 35 86 156 231 599 12,923 4.64%

C合計 11 1 11 8 8 34 88 161 3,445 4.67%

D合計 169 179 222 207 366 651 1,220 3,014 55,588 5.42%

E合計 24 22 29 29 54 94 183 435 10,532 4.13%

F合計 7 23 19 19 36 54 115 273 5,865 4.65%

G 17 30 21 28 72 154 180 502 11,175 4.49%

H 4 4 5 6 10 15 22 66 1,296 5.09%

I 3 2 3 0 8 21 21 58 1,428 4.06%
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検診機関別、年齢階級別の要精検者数 要精検者数 40～44歳

要精検者数 45～49歳

要精検者数 50～54歳

要精検者数 55～59歳

要精検者数 60～64歳

要精検者数 65～69歳

要精検者数 70～74歳

検診機関毎の要精検者年齢構成割合（令和3（2021）年度）

出典：地域保健・健康増進事業報告(健康増進編)市区町村表 第２５－１表 令和３年度における大腸がん検診受診者数… から県で計算
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10

基準値：90％以上

基準値：6.8％以下

検診機関毎の各プロセス指標等（R3（2021）年）

検診機関 A B C D E F G H I

カットオフ値
（μg/g 便）

30 26 30 20 30 30 30 30 20

出典：地域保健・健康増進事業報告(健康増進編)市区町村表 第２５－１表 令和３年度における大腸がん検診受診者数… から県で計算
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（参考）３年平均 （R1（2019）－R3（2021）年）
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検診機関 A B C D E F G H I

カットオフ値
（μg/g 便）

30 26 30 20 30 30 30 30 20

出典：地域保健・健康増進事業報告(健康増進編)市区町村表 第２５－１表 令和元～３年度における大腸がん検診受診者数… から県で計算
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基準値：0.21以上

基準値：3.0以上

検診機関毎の各プロセス指標等（R3（2021）年）

検診機関 A B C D E F G H I

カットオフ値
（μg/g 便）

30 26 30 20 30 30 30 30 20

出典：地域保健・健康増進事業報告(健康増進編)市区町村表 第２５－１表 令和３年度における大腸がん検診受診者数… から県で計算
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（参考）３年平均 （R1（2019）－R3（2021）年）
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カットオフ値
（μg/g 便）

30 26 30 20 30 30 30 30 20

出典：地域保健・健康増進事業報告(健康増進編)市区町村表 第２５－１表 令和元～３年度における大腸がん検診受診者数… から県で計算
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プロセス指標の意味と活用方法（要精検率）

出典：がん検診事業のあり方について（令和６年７月 がん検診のあり方に関する検討会）
表１２ プロセス指標の意味と活用方法

各指標の意味
【算出方法】

各指標値の
評価

値が適正でない場合の検討事項

指標 予想される原因 検討内容

検診において、
精密検査の対
象者が適切に
絞られている
か

【要精検者数
／ 受診者数
×100】

対象集団に応
じて 適切な範
囲があり、極
端な高値、あ
るいは低値の
場合は更に検
討が必要

高値

① 受診者が有病率の
高い集団に偏っている

② 偽陽性が多い

① 有症状者が検診を受けていないか
(有症状者は診療を受けるよう指導
する)、有病率の高い年齢層、有病
率の高い初回受診者に偏っていな
いか

② 各検診機関の要精検の判定基準は
適切か

低値

① 受診者が有病率の
低い集団に偏っている

② 偽陰性が多い

① 有病率の低い年齢層に偏っていな
いか (年齢層、受診歴等) 

② 各検診機関の要精検の判定基準、
検査手技、読影等は適切か

要精検率
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〇 便潜血検査のメーカーやカットオフ値は、検診機関に
よって異なっている。

〇 検査人数（受診者数）や年齢構成は、市町村によって
やや異なるが、要精検率などのプロセス指標にバラつき
がある

値の評価、要因等について、専門的な見地から御意見をお願いします
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